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平成３０年１１月号 

 

 ～10月 1日～最低賃金額が変更になりますので、ご注意ください～ 
平成 30年度の都道府県の最低賃金が改定されました。 

都道府県ごとに設定される地域別最低賃金は、毎年 10月を目安に改定さ

れています。平成 30年度の改定は公表された「平成 30年度地域別最低

賃金額改定の目安」よりご確認いただけます。全国的に大幅引き上げが

予想される今年度は、10月以降、従業員の給与に関して“最低賃金割れ”

に注意が必要です。 

平成 30 年度地域別最低賃金改定状況（一部抜粋）※（ ）書きは、平成 29年度地域別最低賃金 

・改定額の全国加重平均額は 874円 

（昨年度 848円）  

・全国加重平均は前年度から「26円」引き

上げとなり、「874円」となりました。 

これは最低賃金が時給で決定されるように

なった平成 14年度以降最高の引き上げと

なります。 

・最高額（東京都 985円）に対する最低額

（鹿児島県 761円）の比率は、77.3％（昨

年度は 76.9％。なお、この比率は４年連続

の改善）、また、引上げ額の最高（27円）

と最低（24円）の差が３円に縮小（昨年度

は４円） 

・東北、中四国、九州などを中心に中央最

低賃金審議会の目安額を超える引上げ額が

23県（平成 27年度以降最多。昨年度は４

県） 

 

 最低賃金の今後の動向については、平成 27年 11月 24 日に開催された経済財政諮問会議において、賃上げ

による消費活性化やデフレ脱却を目標に「最低賃金を平成 28年以降、毎年 3%程度ずつ引き上げて、全国加

重平均 1000円となることを目指す」旨が表明されています。引き上げ率の推移をみると、平成 30 年度で 3

年連続前年比 3％の引き上げが達成されることが分かりますが、今後も引き続き、最低賃金

は引き上げが続くものと予想されます。 

都道府県

名 
最低賃金時間額【円】 発効年月日 

北海道 835 (810) 平成 30年 10月１日 

東  京 985 (958) 平成 30年 10月１日 

京  都 882 (856) 平成 30年 10月１日 

大  阪 936 (909) 平成 30年 10月１日 

広  島 844 (818) 平成 30年 10月１日 

愛  媛 764 (739) 平成 30年 10月１日 

福  岡 814 (789) 平成 30年 10月１日 

佐  賀 762 (737) 平成 30年 10月４日 

長  崎 762 (737) 平成 30年 10月６日 

熊  本 762 (737) 平成 30年 10月１日 

大  分 762 (737) 平成 30年 10月１日 

宮  崎 762 (737) 平成 30年 10月５日 

鹿児島 761 (737) 平成 30年 10月１日 

沖  縄 762 (737) 平成 30年 10月３日 

全国加重

平均額 
874 (848) － 
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前月号でお知らせした「働き方改革」について詳しくご説明していきます！  

ポイント１ 時間外労働の上限規制が導入されます！（長時間労働の是正） 

施行：平成 31年 4月 1日～ ※中小企業は平成 32年 4月 1日～ 

長時間労働の是正の基本的な考え方 

現行の時間外労働の規制では、厚生労働大臣の限度基準告示により、いわゆる 36協定で

締結できる時間外労働の上限について、月 45 時間以内、かつ年 360 時間以内と定めら

れています。一方で、罰則等による強制力がない上、臨時的な特別の事情がある場合として労使が合意

して特別条項を設けることで、上限無く時間外労働が可能となっています。そこで、法改正を行い、現

行の限度基準告示を法律に格上げし、罰則を定めることで強制力を持たせるとともに、臨時的な特別の

事情がある場合として労使が合意した場合であっても、上回ることのできない上限を設定することとさ

れています。  

時間外労働の上限規制 

時間外労働の限度について、原則として月 45時間、かつ、年 360時間とし、違反した場合には、特例

の場合を除いて罰則が課されるようになります。特例として、特別の事情がある場合として労使が合意

して労使協定を結ぶ場合においても、時間外労働は年 720時間（月平均 60時間）を上回ることができ

ないこととされます。また、年 720時間内において、繁忙期などで一時的に事務量が増加する場合でも、

下記のとおり、上回ることのできない上限が設定されます。  

 2ヶ月、3ヶ月、4ヶ月、5ヶ月、6ヶ月の平均で、いずれにおいても、休日労働を含んで 80 時

間以内を満たさなければならない 

 単月では、休日労働を含んで 100 時間未満を満たさなければならない 

 特例の適用は、年半分を上回らないよう、年 6 回を上限とする 

お遍路にて・・・～第 142回～ 

 

 朝夕は、つとに肌寒さを感じるような気候になりました。それで

もまだこの夏の酷暑の記憶があり、「騙されないぞ！」とばかりに、

また暑さがぶり返す気がして、未だに衣替えをしていません。 

 嫌な記憶ほど頭から離れないものです。他の人の悩みを聴く時は、

最後に「積極的思考」のことをアドバイスいたしますが、これがわ

が身自身の事になるとなかなか実行出来ないものです。 

すっかり囚われてしまい晴れない日が続きます。マイナスの言葉を使ったり、イメージするだけで、負の

現象が集まってくるものです。判ってはいるものの、囚われていますので、思考は負の回路のままです。切

り替える方法も学んだつもりですが、言うは易し、です。 

「気が小さい」とよく指摘されていましたが、成長したのはお腹だけで、肝っ玉は相変わらずのようです。 

 研修の資料が「まだ来てません！」とうるさい事務局。お遍路の原稿を催促する相棒！ 

 ここで慌てるとろくなことは起こりませんが、「すべての出来事を受け入れる習慣が、

お遍路で身に付いたのではなかったの？」と言われても、返す言葉もなく・・・ 

「恐れや不安、小脇に抱えて、一歩前進！」とは言ってみたものの・・・今夜は、熱燗

で暖ったまろう、そして明日から衣替えだ。 


